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　商標登録「茶源郷和束」が観光ツアーや農業体
験イベント、茶を中心とする飲食物の名前などに
地元で積極的に活用されることはもとより、さら
に林業、福祉、教育、観光、商工等幅広く活用さ
れることを期待します。

が“商標登録”

大きな看板で出迎える（木津川市井平尾）

相楽東部広域連合発行
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消
防
操
法
大
会

れんけい
笠置町

南山城村

和束町

準優勝　中分団Ａチーム
個人表彰
　指揮者　稲塚　弘忠
　１番員　稲垣　和尚
　２番員　大西　勝幸
　３番員　桂　　慎弥

　今年度より健闘した団員に個人表彰が行われるよ
うになりました。

代表チーム���第一分団第七部（童仙房チーム）
　　　　　��指揮者　蛭川　　尚　　　１番員　横畑　浩二
　　　　　��２番員　五十嵐　聡志　　３番員　桜井　大輔

　7月15日㈰笠置運動公
園で第23回笠置町消防操
法大会が開催され5チー
ムが参加されました。
　各チームは日ごろの訓
練の成果を競い合いまし
た。

第23回 笠置町消防操法大会

第20回 和束町消防操法大会

▲優勝　第１部

◀準優勝　第３部

優勝　西分団チーム
　指揮者　稲塚　弘忠　１番員　馬場　善宏
　２番員　藤井　和善　３番員　桂　　慎弥

　7月15日㈰和束小学校で第20回和束町消防操法
大会が開かれ5チームが参加されました。
　各チームは日ごろの訓練の成果を競いあいました。

　南山城村では昨年10月に操法大会（村大会）が行われ、京都府大会への
代表チームが決定しています。京都府大会は、8月5日㈰丹波自然運動公園
で行われます。代表チームのみなさんのご健闘をお祈りします。

敬称は省略させていただきます。

西分団チーム

中分団Ａチーム

優　勝� 笠置町消防団第１部
　指揮者　阪井　邦彦　１番員　坂口　　司
　２番員　坂本　亮人　３番員　川㟢　隆次

準優勝� 笠置町消防団第３部
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和
束
町

　

六
月
八
日
㈮
、
梅
雨
の
時
期
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
控
え
、
災
害
時
に
危
険
が
予
想
さ
れ
る
危

険
箇
所
の
点
検
を
か
ね
た
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
山
城
広
域
振
興
局
副
局

長
を
は
じ
め
、
山
城
南
土
木
事
務
所
長
、
河
川

砂
防
室
長
、
町
議
会
議
長
、
木
津
警
察
署
員
、

中
部
消
防
組
合

消
防
本
部
署
員
、

和
束
町
消
防
団

役
員
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
午

前
九
時
三
十
分

か
ら
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
こ
の
日
の

パ
ト
ロ
ー
ル
場

所
の
概
要
説
明

が
総
務
課
担
当

職
員
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

概
要
説
明
の

あ
と
、
湯
船
岩
倉
地
区
、
別
所
地
区
と
白
栖
地

区
の
地
す
べ
り
復
旧
工
事
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
住
民
票
」「
印
鑑
登
録
証
明
書
」「
所
得
証

明
書
」「
納
税
証
明
書
」
等
、
税
住
民
課
関
係

の
証
明
書
交
付
業
務
を
七
月
か
ら
毎
月
二
回
、

時
間
を
延
長
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

平
日
の
開
庁
時
間
に
、
お
仕
事
等
の
関
係
で
、

証
明
書
の
交
付
請
求
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
み

な
さ
ま
の
た
め
に
、
税
住
民
課
関
係
の
証
明
書

の
交
付
業
務
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

＊
た
だ
し
、
法
務
局
や
年
金
事
務
所
、
他
の
市

町
村
等
関
係
機
関
に
確
認
が
必
要
な
場
合

は
、
即
日
交
付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
住
民
票
の
写
し
の
交
付
（
住
基
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
広
域
交
付
を
除
く
。）

◦
戸
籍
謄
・
抄
本
の
交
付

　
（
現
在
戸
籍
に
限
る
。
除
籍
等
が
必
要
な
場

合
は
、
事
前
に
電
話
等
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。）

◦
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
（
印
鑑
登
録
済
の

人
に
限
る
。）

◦
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明

書
、
納
税
証
明
書
、
評
価
証
明
書
の
交
付
。

＊
証
明
書
の
請
求
・
受
領
に
は
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

＊
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状
と
代

理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す
。

＊
八
月
の
時
間
延
長
は
、
八
月
十
四
日
㈫
、

二
十
八
日
㈫
で
す
。

＊
九
月
以
降
も
、
第
二
、

第
四　

火
曜
日
に
時
間

延
長
を
行
い
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
折
込
の
く
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

＊
く
わ
し
く
は
、
和
束
町
役
場　

税
住
民
課

　

電
話　

〇
七
七
四
ー
七
八
ー
三
〇
〇
一

　
　
　
　
（
内
線
二
一
〇
、
二
一
五
）

　

和
束
町
の
秋
の
祭
典
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

in
わ
づ
か
」
の
第
一
回
実
行
委
員
会
が
六
月

一
八
日
に
開
か
れ
、
今
年
は
十
一
月
四
日
㈰

に
開
か
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。　

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
in
わ
づ
か
実
行
委
員

会
事
務
局

　
　

和
束
町
役
場　

総
務
課
内

　
　

電
話　

〇
七
七
四
ー
七
八
ー
三
〇
〇
一

　
　
　
　
　
（
内
線
三
一
一
）

●
時
間
延
長
取
扱
い
業
務
●

問
合
せ

災害復旧現場の視察のようす

　
毎
月
　
第
二
、
第
四
　
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
ま
で

税住民課

梅
雨
を
前
に
危
険
箇
所
調
査

　
　

～
安
心･

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　

め
ざ
し
て
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
～

証
明
書
交
付
業
務
を

　
　

  

時
間
延
長（
税
住
民
課
）

～
お
仕
事
帰
り
に
お
寄
り
く
だ
さ
い
～

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　

in
わ
づ
か

“
開
催
日
決
定
”
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地
産
地
消
と
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
農
産
物
を
地
域
で
消
費
す
る

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
農
業
と
関

連
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
和
束
町
で
は
農
業
や
自
然
を

守
り
、
健
康
的
な
食
生
活
の
普
及
、
食
文

化
を
伝
承
す
る
こ
と
等
の
取
組
と
し
て

「
和
束
町
地
産
地
消
推
進
計
画
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

直
売
所
の
充
実
、
学
校
・
保
育
園
給
食

の
一
部
へ
の
和
束
産
米
や
野
菜
の
使
用
を

推
進
、
加
工
品
の
充
実
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
っ
た
食
育
活
動
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
推
進
、
農
業
体
験
な
ど
の
交
流

事
業
推
進
の
六
つ
の
取
組
を
柱
に
五
年
後

の
目
標
を
め
ざ
し
て
施

策
実
施
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

地
産
地
消
の
一
歩
を
ふ

み
だ
し
て
み
ま
せ
ん
か

～
ご
近
所
で
誘
い
あ
い
、

和
束
茶
カ
フ
ェ

　

朝
市
で
野
菜
を
買
い
ま

し
ょ
う
～

●
毎
週
日
曜
日　

九
時
～
十
一
時
ま
で

＂
今
が
旬
の
夏
野
菜
＂と
り
た
て
野
菜
は
、

み
ず
み
ず
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

六
月
二
十
日
㈬
和
束
保
育
園
へ
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
お
は
な
し
隊
は
、
東
京
の
出
版
会
社
の
設
立
九
十
周
年
を

記
念
し
て
、
一
九
九
九
年
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
本
に
も
っ
と
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
「
本
と
あ
そ
ぼ
う�

全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
は
絵
本
が
五
五
〇
冊
積
ん
で
あ
り
、
訪
問

先
で
は
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に

積
載
し
た
絵
本
を
自
由
に
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

企
画
し
て
い
る
出
版
会
社
に
よ
る
と
、「
子
ど
も
た
ち
が
本
を

好
き
に
な
る
き
っ
か
け
は
、

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
事
。

読
み
聞
か
せ
の
楽
し
い
時

間
の
中
か
ら
、
本
の
手
ざ
わ

り
や
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
本
と
の
出
会
い
の

場
を
つ
く
り
、
絵
本
と
ふ

れ
あ
う
時
間
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」。
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

和
束
保
育
園
へ
は
、
二

年
ぶ
り
の
訪
問
で
園
児

た
ち
は
紙
芝
居
を
し
て
も

ら
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
絵

本
を
手
に
と
っ
た
り
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
本
に
興
味

を
示
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ご寄附ありがとうございました 
「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。

匿名希望　　埼玉県越谷市　　5，０００円　（平成24年6月）
ありがとうございました。
お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で

　
　
　
　

絵
本
が
や
っ
て
き
た

　

    

～
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
～

地
産
地
消
っ
て

　
　
　

な
に

キャラバンカーの中
には本がいっぱい
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六
月
十
三
日
㈬
、
和
束
小
学
校
の
四
年
生
が
社
会
科
の

授
業
で
和
束
中
央
浄
水
場
を
訪
れ
飲
料
水
は
ど
の
よ
う
に

し
て
で
き
る
の
か
を
学
習
し
ま
し
た
。

湯
船
に
あ
る
浄
水
場
に
着
い
た
児
童
た
ち
は
、
役
場
職

員
か
ら
施
設
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て
場
内
施

設
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
川
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
た
水
が
ポ
ン
プ
を

通
し
て
原
水
調
整
槽
、
一
次
ろ
過
装
置
、
ろ
過
調
整
槽
、

緩
速
ろ
過
池
、
浄
水
池
、
そ
し
て
配
水
池
へ
と
運
ば
れ
て

い
く
過
程
を
、
職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
目
の
前
の
施

設
を
興
味
深
げ
に
見
渡
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
管
理
棟
の
中
央
監
視
室
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
り
す
べ
て
を
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
し
、
児

童
ら
は
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

見
学
の
最
後
に
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
が
質
問
さ

れ
、「
水
の
中
に
は
ど
ん
な
成
分
が
含
ん
で
い
る
の
か
。」

「
水
道
管
は
何
メ
ー
ト

ル
あ
る
の
か
。」
な
ど
、

数
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
、
職
員
が
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま

し
た
。

児
童
ら
は
、
こ
の
日

の
水
道
施
設
の
見
学
を

通
し
て
、
水
道
施
設
が

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
わ

れ
る
最
も
重
要
な
施
設

で
あ
る
こ
と
と
水
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
の
朝
は
、
小
学
校
下

ロ
ー
タ
リ
ー
で
、「
あ
い
さ
つ
は　

元

気
の
か
た
ま
り　

お
は
よ
う
さ
ん
」
を

合
言
葉
に
、
小
学
校
の
児
童
会
が
中
心

と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
あ
い
さ
つ
運
動

そ
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
さ
ら
に
盛
り

あ
げ
よ
う
と
隔
週

水
曜
日
に
応
援
に

駆
け
つ
け
る
茶
茶

ち
ゃ
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
。

　

児
童
会
の
子
ど

も
た
ち
と
教
諭
、

地
域
住
民
ら
と
一

緒
に
茶
茶
ち
ゃ
ん

が
列
を
作
り
、
登

校
し
て
く
る
子
ど

も
た
ち
に
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
、
み

ん
な
で
明
る
く
爽
や
か
な
朝
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

二
学
期
か
ら
も
引
き
続
き
、
茶
茶

ち
ゃ
ん
は
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
す
る

予
定
で
す
。
元
気
な
和
束
小
学
校
、
元

気
な
和
束
町
づ
く
り
に
、
茶
茶
ち
ゃ
ん

は
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

※
毎
週
金
曜
日
は
小
学
校
昇
降
口
で
あ

い
さ
つ
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
月
七
日
の
七
夕
の
日
に
ち
な
み
和
束
保

育
園
で
は
、
六
日
㈮
に
七
夕
の
つ
ど
い
が
開

か
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
は
園
児
が
二
階
の
遊
戯
室
に
集
ま

り
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し

た
。集

い
で
は
、
全
員
で
七
夕
の
歌
を
歌
っ
た

り
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
織
姫
と
彦
星
」
を
観

賞
し
ま
し
た
。
お
話
し
で
は
、
織
姫
と
彦
星

が
一
年
に
一
度
し
か
会
う
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
七
月
七
日
の
晴
れ
た
星
空
に
、
二
人

が
う
ま
く
出
会
え
る
か
ど
う
か
、
園
児
た
ち

は
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
し
て
観
賞
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
七
夕
飾
り
に
は
園
児
一
人
ひ
と
り
の

願
い
が
書
か
れ

た
短
冊
な
ど
が

飾
ら
れ
、
七
夕

の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
、
園
児

ら
は
こ
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。

茶茶ちゃんも一緒に「おはようございます。」

▲
短冊に願いを
こめて

熱心に説明を聞く児童たち

飲
料
水
は
ど
う
し
て
で
き
る
の

      
～
和
束
小
四
年
・
水
道
施
設
見
学
～

茶
茶
ち
ゃ
ん

和
束
小
学
校
あ
い
さ
つ
運
動
へ
参
加

七
月
七
日
夜
は
晴
れ
た
ら
い
い
ね
☀

　

   

～
和
束
保
育
園
七
夕
の
つ
ど
い
～
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